
 

 

〈報道関係者各位〉                                                     2018年 1月 25日 

株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所 

アイフルホームカンパニー 

 

株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所アイフルホームカンパニー（本社：東京都江東区 ／ 代表取締役社長：

今 城幸）のＦＣ加盟店である、アイフルホーム可児店（会社：株式会社片桐建設／代表取締役社長 ：

武田 健）は、このたび『セシボ～家族の絆と夢を育む家～』の新モデルハウスを岐阜県可児市内に完成

させ、1月 27日（土）から公開します。 

 

アイフルホーム可児店の新モデルハウス『セシボ

～家族の絆と夢を育む家～』は、“自分らしく（カス

タマイズでき）、心地いい（安全・安心、エコロジー）

家”をコンセプトに“3つの暮らし提案”を取り入れて

います。 

 

提案の一つ目は、ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギ

ー・ハウス）※基準を満たす高気密・高断熱住宅で

す。これにより冬暖かく夏涼しい最高ランクの快適

な暮らしを実現しています。高気密・高断熱により、

室内の温度差が少なくなり、優れた省エネ性と、住

む人の健康リスクを抑制する効果が期待できま

す。 

二つ目の提案は、最大 6ｍ×6ｍの開放的な大

空間です。アイフルホーム独自の技術により、これまで木造軸組工法では難しかった大空間・大開口と、

高い耐震性の両立を実現しました。 

提案の三つ目は、自由度の高い素材提案です。塗り壁や無垢の素材など、お客様のご要望に合わせ

て広い選択肢からお選びいただけます。 

様々なアイデアを満載したアイフルホーム可児店の新モデルハウスは、これらの特長を直接ご覧いた

だけます。 

 

ＬＩＸＩＬ住宅研究所では、「アイフルホーム」の展開を通じ、地域密着で活躍される全国の加盟店ととも

に、新築からリフォームまでワンストップでお客様の“良い暮らし”のお手伝いに取り組んでいきます。 

※ 住宅の高断熱性能、省エネ設備機器、太陽光発電システム等を組み合わせ、住宅で使う年間の一次エネルギー消費量のエネルギー収支を

ゼロ以下にする住まい。 

 

 

 

 

変更！ 

ＺＥＨ対応の新モデルハウス 

「セシボ～家族の絆と夢を育む家～」グランドオープン 

アイフルホーム可児店 1月 27日（土） 

【報道関係者のお問合せ先】 

㈱ＬＩＸＩＬ住宅研究所  広報・宣伝部 担当：千明（ちぎら） 

電話：０３－５６２６－８２５１ メール：kazuhiko.chigira@lixil.com 

アイフルホーム ホームページ/TOP URL：http://www.eyefulhome.jp/ 

NEWS RELEASE 

アイフルホーム可児店 

 新モデルハウス『セシボ』外観 
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≪アイフルホーム可児 新モデルハウス概要≫ 
 

オープン日 ： 2018年 1月 27日（土） 

 

所 在 地 ： 〈住所〉岐阜県可児市広見 2丁目 36番地 

〈電話番号〉0574-63-5677 

 

営業時間 ： 10：00～18：00（定休日：木曜日） 

 

商 品 名 ： セシボ～家族の絆と夢を育む家～ 

 

延床面積 ： 131.25㎡（39.70坪） 

 

工 事 面 積 ： 151.10㎡（45.71坪） 

 

 

 

 

 

 

建物特長 ：“自分らしく（カスタマイズでき）、心地いい（安全・安心、エコロジー）家”がコンセプトの住まい 

① 1階のＬＤＫは広々大空間。どこにいても落ち着く、シンプル＆ナチュラルな空間提案 

② リビング前の大開口サッシは腰を掛けられるスペースを提案し、ソファ、小上がりタタミと

同じ目線で会話ができ、家族のコミュニケーションが深まります。 

③ キッチンの隣には、収納、洗面、カウンターを備えた便利な家事コーナーを提案 

④ ボルダリングが出来る壁を設置。子どもの好奇心や身体能力向上を図ります 

⑤ 2階の一部はスキップフロアとし、上段はロフトとしてハンモックを設置したり、子どもたち

と遊ぶ場として使用したりできます。 

⑥ スキップフロアの下段は、床座のスペースとしてご主人の書斎、ちょっとした休憩スペー

ス、大人の秘密基地などいろいろな活用ができます。 

⑦ 高気密高断熱でＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）対応。 

 

 

 

 

 

（左）シンプル＆ナチュラルなＬＤＫ （中）スキップフロア下の書斎スペース （右）ボルダリングが出来る壁 

 


